Apollo study 接触性皮膚炎診断基準

2020年年8月27日

接触性皮膚炎の診断基準とし、International Contact Dermatitis Research Group (ICDRG)基準を用いる。
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上記の基準と反応を参考にして以下のように分類する。
None			：-
Mild (Grade 1)		：+?, +
Moderate (Grade 2)	：++
Severe (Grade 3)		：+++

以上
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48 時間、72 時間、そして 1 週



間後に判定を行っております。



複数回判定を行う理由として



は、金属抗原、特にスズ、亜鉛、



白金、イリジウムなどは刺激反



応が出現しやすいこと、また、



硫酸ﾌﾗｼﾞｵﾏｲｼﾝなどの分子量の



大きい抗生物質やステロイド



外用薬などの抗炎症作用のあ



る物質は陽性反応が４日、もし



くはそれ以上遅れて反応が誘



発されることが知られていま



す。アレルギー反応はパッチテ



ストユニットをはずした後も



反応が長く持続しますが、刺激



反応は時間とともに反応が弱



まっていくという傾向があり



ます。以上のような理由から、



できるだけ複数回判定を行う



ようにしています。パッチテス



トの結果を判定・評価するため



の基準には本邦基準と ICDRG
基準がありますが、アレルギー



反応の判定基準としては ICDRG 基準が適しています。紅斑、浮腫、丘疹、小水疱など



によって判定します（図４、表３）。 
 
パッチテストの解釈 



次に、パッチテストの解釈に



ついてお話します。 
パッチテストの反応には偽



陰性、偽陽性があり、その解釈



は難しいことも多く、十分な知



識が必要です（表４）。最終的



な判定を行う際には、判定結果



と臨床症状の関連性を確認す



ることが大切です。陽性反応が











